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▶今月号で157回を迎えた連載「おとなが読む
絵本」では，毎回魅力的な厳選された絵本を紹
介しています。先日，NHKテレビの「世界はほしい
モノにあふれてる」という番組で，絵本の見本市の
様子とともに，連載で取り上げた『ひみつのビクビク』
『ジャーニー国境をこえて』などの作家であるフラン
チェスカ・サンナ氏が紹介されていました。一目で
この人の本だとわかる色鮮やかで印象的な絵柄
で，思わず個人的にも購入したオススメの作家さん
です。▶Netflix（動画配信サービス）オリジナルの
ドキュメンタリーシリーズ「ストリート・グルメを求めて」
が，見たこともないような屋台飯が美味しそうという
以上に，屋台に関わる親子の葛藤，継承の物語と
して予想外に響く内容でした。代 の々味を受け継ぐ
親とネット販売で店を大きくしたい子どもとの対立，
ただ生きるために続けていた屋台が世間に認めら
れる承認の話など，言葉にしてしまうと陳腐ですが，
街にいる1人ひとりの人生を大切に思えるような，
妙に余韻のある番組でした。� （石塚）

▶来月に迫った第 23回日本看護管理学会学術
集会。本号では学術集会長を務める前田樹海先
生に小誌・石塚がインタビューを行い，見どころを
ご紹介しました。▶前田先生の「学会参加者が相
互に交流できる機会づくりを」というご意向のもと，
特別企画に当社も参画させていただいております。
8月23日に実施予定の「看護師長集まれ！“え
んたくん”でワールドカフェ─悩みや課題，成果を
共有し，これからのマネジメントをみんなで創造しよ
う」という企画です（タイトルが長くてすみません）。
弊誌特集や連載でおなじみの中野民夫，浦山絵
里，森雅浩，保田江美の4先生がファシリテーター
を務め，看護管理の現在や未来を展望する“看
護師長さん限定”のワールドカフェです。全国の同
じ職位の仲間と互いの経験を共有し，共感し合う
体験を通じて，施設を超えた看護師長間のつなが
りづくりにつなげたいと考えています。ぜひご参加くだ
さい！� （小齋）
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特集
看護管理者が押さえておきたい 

AMR（薬剤耐性）時代の 
感染対策
免疫力の低下した高齢者や合併疾患を多く抱える患者が増加し，さまざまな耐性菌の増加，
新興・再興感染症などに対する感染制御の重要性は高まるばかりです。 
近年では「抗菌薬適正使用支援加算」など診療報酬上の加算が追加され，抗菌薬適正使
用チームの新設や地域連携ネットワークの構築といった「多職種連携の推進」，さらに「薬剤耐
性（AMR）対策アクションプランの策定」など感染対策を取り巻く状況が大きく変化してきてい
ます。 
感染制御の推進には組織横断的な対応が重要であり，施設内のあらゆる部門との交渉や調
整が必要です。専門部署やインフェクションコントロールナースなどの専門職種だけでなく，看護
管理者にとっても感染対策の最新情報を把握しておくことは，医療安全面においても，マネジメ
ントの面でも必須です。 
本特集では感染管理のエキスパートが，急性期病院の看護管理者が押さえておくべき感染管
理の新たな潮流を解説し，自施設での取り組み強化のきっかけになることを目指します。

AMR時代とは，どのような時代か◉朝野和典
看護管理者が押さえておくべきAMR時代の感染対策◉平松玉枝
抗菌薬の適正使用の取り組みにおける看護師の役割◉鍋谷佳子
耐性菌の感染制御におけるベッドコントロール◉菅野みゆき
感染症地域ネットワークの構築における看護師の役割◉和田孝子

巻頭シリーズ

あしたのマネジメントを考えるヒント，この人に聞く⑨
前野隆司氏

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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